
特
集 

二
、
三
頁 

 

来
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
100
年
！ 

一
人
一
人
「
防
災
」
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
ょ
う 

 

                            

                            

                            

 
 

 

 

冬
の
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行 

引
き
続
き
マ
ス
ク
、
う
が
い 

手
指
消
毒
は
大
切
で
す
！ 

【四谷地域センターのホームページ URLは https://ycc.tokyo/】 

四谷地域センター運営委員会コミュニティ誌 令和４年 12月発行  No.120 

注
意
！ 

シ
リ
ー
ズ
「
四
谷
の
公
園
」 

 
 
 

～ 

三
栄
公
園 

～ 

 

四
谷
三
栄
町
の
三
栄
通
り
に
面
し
た

公
園
で
、
広
さ
も
十
分
あ
り
木
々
の
緑

も
豊
か
で
す
。
本
格
的
な
遊
具
も
備
え

ら
れ
て
い
て
子
ど
も
達
に
人
気
で
す
。 

 
 
 

 

三
栄
町
の
名
前
は
、
箪
笥
町
・
伊
賀

町
・
新
堀
江
町
三
町
が
合
併
し
た
際
「
三

つ
の
町
が
栄
え
る
よ
う
に
」
と
い
う
願

い
か
ら
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
、
三
、
四
十
年
前
に
は
公

園
の
目
の
前
に
駄
菓
子
屋
が
あ
り
、
近

所
の
子
ど
も
達
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。 
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特
別
講
演
会
「
晩
年
を
幸
せ
に
生
き
る
知
恵
」 

高
齢
者
の
価
値
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
人
生
の
質
）
～
」 

去
る
10
月
１
日
（
日
）
午
後
、
地
域
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に

野
尻
雅
美
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
晩
年
を
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
知
恵
＝
高

齢
者
の
価
値
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
人
生
の
質
）
に
あ
る
」
と
題
し
て
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
野
尻
雅
美
先
生
は
千
葉
大
学
名
誉
教
授
で
高
齢
者
問
題
の
権

威
で
も
あ
ら
れ
「
老
い
に
生
き
る
」
な
ど
の

著
作
も
あ
る
高
名
な
学
者
で
あ
り
実
践
家
で

す
。 コ

ロ
ナ
感
染
者
の
減
少
の
中
で
万
全
の
換

気
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
敢
行
さ
れ
た
こ
の

講
演
会
に
は
大
勢
の
参
加
者
が
集
い
会
場
の

多
目
的
ホ
ー
ル
は
久
し
ぶ
り
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。
講
演
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

を
使
っ
て
お
話
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
画
面
を
プ
リ
ン
ト
し
た
資
料
が
参

加
者
に
配
布
さ
れ
て
お
り
と
て
も
理
解
し
や

す
い
内
容
で
し
た
。
特
に
「
高
齢
者
の
価
値

は
、
延
命
長
命
よ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
人
生
の
質
）

で
す
」
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
今
後
の

生
き
方
に
関
し
て
前
向
き
に
な
っ
た
」
な
ど

た
く
さ
ん
の
賛
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

四
谷
区
民
ホ
ー
ル
！ 

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た 

四
谷
地
区
を
は
じ
め
区
内
外
の
方
々
に
こ
れ

ま
で
利
用
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
四
谷
区
民

ホ
ー
ル
が
、
昨
年
６
月
か
ら
の
工
事
休
館
を
終

え
、
10
月
に
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

工
事
は
、皆
様
に
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
天
井
の
耐
震
化
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、付
随
し

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
導
入
や
幅
を
５
㎝
広
く
し

通
路
側
に
は
手
す
り
も
つ
い
た
座
席
へ
の
交
換
、

ま
た
壁
面
の
再
塗
装
や
中
央
ス
ピ
ー
カ
ー
の
更

新
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。ご
利
用
の
皆
様
に
、き

れ
い
！
安
全
！
音
が
良
い
！
を
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 

去
る
９
月
25
日
に
は
、四
谷
地
区
で
日
頃
活

躍
さ
れ
て
い
る
各
団
体
の
皆
様
を
お
招
き
し
、お

披
露
目
の
内
覧
会
を
行
い
ま
し
た
。冒
頭
、吉
住

区
長
と
松
川
四
谷
地
区
町
会
連
合
会
長
に
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、そ
の
後
、
弦
楽
四
重
奏
の
演

奏
や
四
谷
荒
魂
に
よ
る
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏

が
行
わ
れ
、再
オ
ー
プ
ン
に
ふ
さ
わ
し
い「
華
」
を

添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
四
谷

区
民
ホ
ー
ル
で
あ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。              四

谷
特
別
出
張
所
長 

窪
田 

文
化
の
街 

あ
れ
こ
れ 

 
文
化
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
秋
の
話
題
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す 
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≪地震や豪雨などの自然災害発生時、大切な命を守るために≫ 

【大地震に備える！】 

首都直下地震は「いつ起きてもおかしくない。」と言われています。私たちが暮らす東京で直下型の大地震が発

生した場合、区内の約 9 割が震度 6 弱、1 割が 6 強の揺れになると東京都では想定しています。震度 6 を超え

る揺れが起こった場合、人は立っていることができません。また、固定していない家具類は倒れます。命を守

るために、各家庭でできる対策に取り組みましょう。    

①居住地の地震の危険性を確認しましょう。 

下図は、東京都が 5 年に一度、都内の 5,192 町丁目を対象に建物倒壊危険量などを調査し、ランク付けした

ものです（第 9 回調査、令和 4 年 9 月公表）。図を見て、居住地が何色か確認してください。 

②建物の耐震性を確認しましょう。 

1981 年に建築基準法が改正され、建築物は震度 6・震度 7 の地震に耐えうる設計・構造（新耐震基準）とす

ることが義務付けられました。平成 7 年に発生した阪神淡路大震災で倒壊した建物の大半は、1981 年以前

に建てられたものでした。ご自宅はいつ建設されたのかを確認してください。区では無料の耐震診断を行っ

ていますので、ご相談ください。                （防災都市づくり課 ☏5273‐3829） 

③家具類の転倒防止を行いましょう。 

阪神淡路大震災で亡くなった方の約 8 割が、建物や家具の下敷きになる圧死でした。ご自宅の家具類が移動

しないよう、しっかり固定しましょう。区では転倒防止器具の取り付け事業を行っています。 

（危機管理課 ☏5273‐4592） 

④食料やトイレを備えましょう。 

東日本大震災の時、新宿区内は震度 5 弱でしたが、店頭から食料や飲料水がすぐに無くなりました。大地震

が発生すると電気・ガス・水道が止まります。家庭で必要な、食料や生活用品、トイレ用品（便袋）などを

備蓄しましょう。※食料等の備蓄はローリングストック（日常備蓄）をお勧めしています。 

最後に、大切な命を守り、被害の拡大を防ぐためには、隣近所で助け合うことが重要です。ぜひ、日頃からご

近所であいさつを交わし、顔の見える関係を築いてください。 

新宿区地域危険度マップ〈総合危険度〉 ※このマップは、特別出張所でもお配りしています。 

地域危険度のうち、地震の揺れによる建物の倒壊等の危険量及び、火災の延焼の危険量に、避難や消火・救助

活動の困難さを示す災害時活動困難係数※を加味して、１つの指標にまとめたものです。 
※災害時における避難や消火・救助活動の困難さを示したものです。各地域の道路の幅や密集具合、道路基盤の整備状況を基に係数を測定して

います。 

 

 

 

四谷地区は、東西に大商業エリアを有していながら、南北に住居エリアも多く、近年では、タワーマンションも建設さ
れ、四谷地区だけで人口も 4 万人ほどになります。都心にありながら、江戸風情の残る街並み、新宿御苑などの自然も
豊かです。その一方、地形上、崖地や窪地、細街路も残っています。お住まいの地域の特性や居住環境をよく知り、日頃
から災害に備えておきましょう。 



3 

 

【大規模水害に備える！】 

近年は、気象環境や海洋環境の変化により、全国各地で台風や前線による大雨が降り、甚大な被害が発生して

います。また、気象庁の発表をみても、「観測史上最大の降水量」、「過去に経験のない記録的な大雨」と言ってい

るとおり、今は、1 時間 100 ㎜以上、総雨量 1,000 ㎜以上の雨が降ることがあります。 

2018 年 7 月の西日本豪雨では、237 名の方がお亡くなりになっています。特に被害が大きかった岡山県真備

町は、洪水ハザードマップで想定しているエリアが浸水しています。 

新宿区の場合、幸い堤防や河川敷があるような大規模河川はありませんが、神田川や妙正寺川の流域は、水防

法による洪水浸水区域に指定されています。また、下水道の処理能力を超える大雨が降った場合は、マンホール

から逆流する（内水氾濫）おそれがあります。ただし、現在想定しうる最大の大雨が降った場合でも、区内は調

節池の整備、河川や下水道の改修等が進んでいるため、12 時間以内に水は引くと想定されています。 

これまでの豪雨や気象環境の変化等を踏まえて、東京都では河川ごとに洪水ハザードマップを作成しています。

区では、東京都のマップを基に、新宿区の洪水ハザードマップを作成し、危機管理課や特別出張所等でお配りし

ていますので、ぜひ、各家庭に 1 部保管して居住地の水害リスクを確認してください。 

下図は四谷地域を抜粋したものですが、四谷地域は、新宿通りの南北が低くなっているため、着色されている

地域がいくつかありますので、大雨のおそれがあるときは、ピークになる前に、家庭の実情に応じて、排水溝の

清掃や植木鉢などの片づけ、土のうの準備などを行ってください。 

最後に、水害は地震と異なり、ピークになる前に時間的な余裕がありますので、気象情報をこまめに収集して、

各家庭でできることをしっかり行うことが重要です。 

新宿区洪水ハザードマップ（洪水避難地図）※このマップは、特別出張所でもお配りしています。 

この地図は、大雨による河川の増水や雨水による浸水の予測結果（東京都作成）に基づいて、浸水範囲とその

程度を示したものです。対象とした降雨は、想定最大規模降雨（総雨量 690mm・時間最大雨量 153mm）による

ものです。洪水の予想される区域やその程度は、雨の降り方や土地の形態の変化、河川や下水道の整備状況によ

り変化します。そのため、大雨のときに、常にこの地図のような浸水が発生するということはありませんが、十

分に注意してください。地図上に地域の避難所を表示していますので、日頃から経路の確認をしておきましょう。 

 

 

※監修 新宿区役所 危機管理課 
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 10 月 23 日（日）秋晴れの中、新宿区長をお迎えして

コロナ感染対策を実施しながらいつもの文化祭とは違

い縮小したお祭りになってしまいましたが、たくさんのお

客様にお楽しみいただき久しぶりの賑わいとなりました。 

－四谷地域センター運営委員会主催－ 

 

 

開催日：10月 16日（日）10時〜 

競技種目 

 ・輪投げ（60才以上）／（一般） 

 ・ユニカール  ・ボッチャ 

競技参加者：96名 

主催：四谷地区 

コミュニティスポーツ大会実行委員会 

※コミュニティスポーツ中央大会は 12 月 11 日（日）に開催・結果報告は次号「四谷」No.121 号でお知らせいたします。 

【結果報告】 

●輪投げ（60歳以上の部）  ●ユニカール  

1位 新宿園町会 A      1位 アイラブ大京町 D 

2 位 新宿園町会 B     2 位 花園 B   

3 位 若一寿会       3位 モカ  

●輪投げ（一般の部）    ●ボッチャ 

1位 アイラブ大京町 A    1位 舟町 3 

2 位 アイラブ大京町 B    2 位 アイラブ大京町 C 

3 位 左門町接骨院    3 位 第一勧業信用組合 
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去
る
八
月
二
十
八
日(

日)

夏
の
暑
さ
が
少

し
や
わ
ら
ぐ
雨
の
日
、
狂
言
師
山
下
浩
一
郎

氏
に
よ
る
狂
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
狂
言
の
歴
史
に
始
ま
り
、
貴
重
な

面
（
お
も
て
）・
台
本
・
衣
装
な
ど
の
説
明
、

さ
ら
に
狂
言
『
い
ろ
は
』
を
上
演
し
て
頂
い

た
り
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
狂
言
流
自
己
紹
介
や

歩
き
方
（
す
り
足
）
座
り
～
立
ち
方
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
約
二
時
間
余
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
終

了
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
参

加
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
充
実

し
た
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

四
谷
図
書
館
よ
り 

 

                  

 

10
月
30
日
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２
０
２
２
「
か
ら
だ
で
表
現

あ
そ
び
」
秋
の
さ
わ
や
か
な
天
候
の
も
と
、

広
大
な
新
宿
御
苑
の
中
で
年
中
児
か
ら
大

学
生
ま
で
多
様
な
世
代
で
体
を
使
っ
て
遊

び
ま
し
た
。
は
じ
め
は
親
子
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今
日
初
め
て
出
会
っ
た
人
た
ち

同
士
も
交
わ
り
な
が
ら
、
楽
し
み
ま
し
た
。 

  

    

７
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

地
域
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に

夏
休
み
こ
ど
も
映
画
会
が
行
わ
れ
「
聲
の
形
」

が
上
映
さ
れ
コ
ロ
ナ
対
策
の
施
さ
れ
る
中
、

小
・
中
学
生
と
保
護
者
８
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

映
画
は
「
人
と
人
と
が
互
い
に
気
持
ち
を
伝

え
る
事
の
難
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
気

コ
ミ
ッ
ク
を
ア
ニ
メ
化
し
た
も
の
で
し
た

が
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
好
評
で
し
た
。 

    

久
し
ぶ
り
の
芸
術
サ
ロ
ン
は
映
画
「
ひ
ま

わ
り
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
で
し
た
。
一
九
七
〇

年
に
作
ら
れ
た
こ
の
映
画
は
第
２
次
世
界

大
戦
の
中
で
の
あ
る
男
女
の
悲
劇
を
描
い

て
「
戦
争
と
は
何
か
」
を
深
く
考
え
さ
せ
る

も
の
で
、
お
り
か
ら
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
世
界
が
揺
れ
動
く
中
で
現
代
に
通

じ
る
内
容
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
28
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

  

                             

編
集
・
発
行 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

編
集
委
員
会 

〒
１
６
０―

８
５
８
１
新
宿
区
内
藤
町
87 

☎
０
３
（
３
３
５
１
）
３
３
１
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
１
）
３
３
２
４ 

日
本
の
伝
統
芸
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

～
笑
い
の
演
劇
「
狂
言
」
～ 

編
集
後
記 

コ
ロ
ナ
の
終
息
も
見
ず
様
々
な
問
題
を

か
か
え
た
ま
ま
寅
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
来
年
は
ウ
サ
ギ
年
！
大
き
な
耳
を

た
て
て
人
の
話
を
良
く
聞
き
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ

ン
と
躍
動
感
の
あ
る
、
そ
れ
で
い
て
内
外
共

に
お
だ
や
か
な
年
に
な
る
よ
う
願
う
ば
か

り
で
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
も
新
春
早
々
に
は
四
谷
音

楽
祭
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ノ
ー
マ
ス
ク

で
皆
様
の
笑
顔
に
お
会
い
出
来
れ
ば
何
よ

り
最
高
の
お
年
玉
で
す
。 

一
年
間
支
え
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
身
体
大
事
に
良
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

編
集
委
員
会 

事
務
局 

一
同 

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
地
域
協
働
事
業
の
ご
紹
介 

か
ら
だ
で
表
現
あ
そ
び 

in
新
宿
御
苑 

夏

休

み
子

ど
も
映

画

会 

芸

術

サ
ロ
ン 

こ
れ
か
ら
の
行
事
【
予
定
】 

 

○
料
理
講
習
会 

 
 

 

令
和
４
年
12
月
17
日
（
土
） 

 
 

 

「
内
藤
と
う
が
ら
し
を
使
っ
た 

親
子
ク
ッ
キ
ー
作
り
」 

 

○
四
谷
音
楽
祭 

 
 

 

令
和
５
年
１
月
22
日
（
日
） 

 
 

 

「
う
た
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

チ
ェ
ロ
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
」 

 

○
手
作
り
作
品
講
習
会 

 
 

 

①
令
和
５
年
１
月
28
日
（
土
） 

 
 

 
 

「
布
で
つ
く
る 

小
さ
な
つ
る
し
雛
づ
く
り
」 

 
 

 

②
令
和
５
年
３
月
４
日
（
土
） 

 

 
 

 
 

「
皮
の
携
帯
ポ
シ
ェ
ッ
ト
作
り
」 


